
− 73 −− 73 −

乳幼児期における多文化共生カリキュラム
─ シンガポールの乳幼児教育カリキュラムと 

日本のカリキュラムとの比較を通して考える ─

桜美林大学健康福祉学群

Multicultural Symbiosis Curriculum in Infancy 
A Comparison between The Curriculum of Infant Education in Singapore 

and the Curriculum in Japan 

SONO Hiroaki
College of Health and Welfare, J. F. Oberlin University

爾　　　寛　明

　　　　キーワード：PISA、シンガポール、多文化共生、教員養成、教育課程

＜学術論文／ Article＞ 桜美林大学研究紀要.社会科学研究　第 2 号（2021 年度）

１．研究の目的

　①多文化社会としてシンガポール
　シンガポールの民族構成は、75％が中国系であり、その他には、マレー系 13％、イン
ド系 9％などで大半を占めている。一方では、第二次世界大戦中に日本軍によって一時占
領されていたが、対岸のマレーシアと同じく、イギリスの植民地であったことから、公用
語としては英語、中国語、マレー語、タミル語となっている。シンガポールには憲法の中
に「大統領少数民族権利評議会」を設置することが義務付けられている。このようにシン
ガポールは少数民族保護、民族平等の見地から、公用語として 4言語となっている。
　上記のようにシンガポールは多文化社会であり、その現実を教育に反映していかなけれ
ばならない。
　②シンガポール人の国際比較に見る学力
　シンガポールは OECDの加盟国ではないので、2009 年から「非加盟国」として調査に
参加している。シンガポールは 2009 年以降のすべての調査において、上位 4位以内（日
本は 15 位以内）にいる。
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　次に資料 1～ 6として 2000 年から 2018 年までの調査結果を入れる。この結果から国際
比較された日本とシンガポールの 15 歳児の学力の位置づけが理解できる。
　ここで用いている国際学力調査とは、PISA （Program for International Student Assessment）
である。2000 年より OECD（経済協力開発機構）において、学力調査を 3年ごとに加盟
国を中心とした実施するようになった。目的は、加盟国の学力を比較することにある。「学
力」と言っても、その内容は、「生きるために必要な知識や技能」にある。単なる記憶力
や演算能力のようなものではなく、知識を生活の中で使える能力を調査するものであって、
日本の入学試験のような暗記やテクニックによって解くような問題ではない。参考までに
問題については日本語版の一部を資料 7として載せる。
　 対象となる生徒については、国ごとに学校制度が異なることから、15 歳児となっている。
このことから、日本では高校 1年生が調査対象となっている。また、同じく学校制度の違
いから、「科目」「教科」の枠組みが異なってくる。このことから、試験は、読解リテラシ
ー（読解力）、数学的リテラシー、科学的リテラシーの 3分野において調査を行う。　
　③日本人の国際比較に見る学力
　日本の生徒の学力をこの PISAにより、国際比較をすると、評価分野が分かれており、
トータルでは考えられないが、全体として評価項目別の順位においては、全て 37 か国中
15 位以内に入っている。
　④研究の目的
　シンガポールは多文化社会であり、生活においても 4か国以上の言語が使用されている。
多文化社会と言っても、国が地域ごとに分断されているのではなく、社会的に融合されて
おり、共生されている。特に、そのことは、シンガポールの学力の高さから、特定の人種・
民族に限定されているのではなく、それらを超えた国家としての教育力があると考える。
国際的な学力調査を基にして、多文化共生を図るための日本とシンガポールの教育制度を
比較して、その際を生み出す特徴を明らかにする。　

2．問題の所在

　シンガポールが PISAの評価で上位にいることについて、小学校教育については、以下
のように分析されている。
①「とくに算数・数学では推論スキル、理科では探究スキルに関わる設問で得点が高いこ
とから、児童生徒が算数・数学や理科の課題に対して興味や見通しを持って学び、学習意
欲を高めるような授業方法が浸透していることがうかがえます。実際『算数が好き』『理
科が好き』といった学習意欲の面でも国際平均を上回っています」ⅰ

②「シンガポールでは小学校教員であっても、養成段階から担当する専門教科が 3教科に
限定されている。しかも、現場教員には毎週、教材研究やチームでの授業改善活動の時間
が与えられており、充実した教材作りと魅力的な授業をつくるための基盤になっていると
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いう。」ⅱ

③「シンガポールの教育における大きな特徴が習熟度別、能力別の学習システムだ。小学
校高学年（5・6 年）になると各教科で習熟度別クラスに分かれるのに加え、卒業時には
国家試験として小学校卒業試験を受ける。その後、中学校では能力別クラスに分かれて異
なるカリキュラム、教科書で学ぶのだ。」ⅲ

　このようにシンガポールの生徒の PISA評価が高いのは、①生徒の学習意欲を高める授
業をする。②教員の指導科目を限定することで、授業研究をする時間を確保する。③習熟
度別クラス。ということになる。
　国際的な学力調査を単純に「学力の比較」としてとらえるのではなく、人種・民族の枠
組みを超えるような、子ども公平な学力向上を生み出す「教育制度の在り方」について検
討するための一つの材料としてとらえる。
　そこで、小学校での教育制度において、シンガポールの学力の高さの説明を基に、そこ
につながる小学校入学までの乳幼児教育について考えたい。人間の教育は生まれてから始
まっているので、小学校での特徴だけをもって評価するものではないと考えるからである。
したがって、シンガポールの乳幼児教育の特徴の中で、何が小学校教育での特徴につなが
り、それが多文化共生社会とどのようにつながっているのかについて検討する。

3．研究方法

　研究の方法は、日本とシンガポールの国としての制度について、法令に基づいた検討を
行う。特に本論文においては、「保育の質」という観点から、「保育者の質」と「保育実践
の質」について考えなければならない。「保育者の質」を見るためには、一つは「資格取
得の在り方」二つに「研修制度」がある。その中で本論文においては、「養成の在り方」
に重点を置くことにするために、前者の「資格取得の在り方」を取り上げる。また、具体
的に保育をしていくための基本は「教育課程」にあると考える。したがって本論文におい
ては、以下の 2点により日本とシンガポールの法令を基にした制度を比較検討する。
①教員の資格
　資格を取得することの難易度や付与されるための条件についての検討。
②幼稚園・保育所の教育課程
　教育課程の特徴や詳細さについて検討する。

4．結果

①シンガポールの教育制度
　図 1の通り、小学校（primary）6年、中学高校（secondary）４～５年、そして大学、専門
学校（post secondary）が１～６年となっている。また、小学校教育の前に幼児教育がある。
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　この図 1において、中学校からのコースが複数存在している。これは、Streaming system

と呼ばれている。小学校卒業時点での生徒の能力に応じて早期から進路を決めるからであ
る。振り分けの方法として小学校卒業時点での PSLE（Primary School Leaving Examination）
という卒業試験がある。この試験の結果によって中学校以降の進路が決定するのである。
②シンガポールの乳幼児教育
　シンガポールの乳幼児教育の実施は、kindergarten（幼稚園）と Child Care Centres（保育
所）に分かれている。前者は日本の幼稚園と同じく、4歳から 6歳児を対象としており、
２学期制で、保育時間は 1日 3 ～ 4 時間、週 5日である。後者は 18 か月から 6歳児を対
象としており、保育時間は保護者の勤務体制に合わせている。しかしながら、両者の管轄
は the Early Childhood Development Agency (ECDA)が担当しており、幼保一元化がなされ
ている。
　保育の教育課程については、幼稚園と保育所に分かれているのではなく、3歳以下と 4
歳児以上 6 歳児以下に分かれている。3 歳以下は「Early Years Development Framework 

(EYDF)」（2011）、4 歳 児 以 上 6 歳 児 以 下 は、「Nurturing Early Learners – A Curriculum 

Framework for Kindergartens in Singapore (NEL Framework)」（2012）である。
　保育の質を 3点、教員の質、教育課程の質、幼稚園・保育所の質から評価している。
　EYDFにおいては、子どもの自主性、主体性を尊重して、保育者は子どもが自信を持て

図 1
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るように支援していくことが教育の基本として、明記されている。また、NEL　Frame-

workにおいては、子どもの主体的な学びを尊重するために、アクティブラーニングが採
用されており、基本的には 3歳以下児と同じように、子ども自主性、主体性が尊重され、
子どもが環境とかかわることが学びであると考えられている。
　EYDFも、NEL　Frameworkにおいても、特徴的なことは、基本原理と保育実践が記載
されており、保育者が保育においてしなければならないことがわかるようになっているこ
とである。
③乳幼児教育での教員養成
　シンガポールでの教員養成は、National Institute of Education：NIE（国立教育学院）によ
って、一元的に行われている。
　乳幼児教育の教員は担当科目等に合わせて 5種類の教員免許がある。言語担当教員以外
（educarerと呼ばれている。）は 2段階（上級、下級）の資格がある。また、教員のランク
もあり、それらは教員の学びの結果が結び付けられている。WSQ（Workforce Skills 

Qualifications）とは、労働力技術資格のことである。そのWSQにより教員ランクが木見
られている。
　また、言語担当教員は、英語中国語マレー語タミル語やタミル語以外のインド語とその
他の言語と分かれており、教員の担当分野が小学校同様限定されている。シンガポールの
子どもたちは、5か国語を学ぶのではなく、英語とその他の言語として国民すべてが学ぶ
のは英語であり、それ以外は、選択して学ぶのである。小学校では、一人の教員が担当で
きるのは 3科目までと決められている。
資料 9−4、9−5 に見られるように、学歴と所有資格によって業務内容が異なってくる。
また、表 1のようにシンガポールの乳幼児教育の資格は、パスウェイがあり、階層化され、
能力と役割分担が明確になっている。

表 1
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５．考察

　後述の資料に乗せているのは、PISAによる調査が始まってからの世界順位による日本
と途中から参加のシンガポールの結果について比較するために載せている。資料 8 は
PISAではどのような形で出題されているのかの参考として載せている。出題形式によっ
てスコアに違いが出ると考える。特に日本のようにこれまでの試験においては、暗記や計
算力が求められてきており、世界的な基準とは異なっていることも理解しておきたいと考
える。
　日本の PISAの結果については資料 1から資料 7を見ることによってわかる。一方、シ
ンガポールは正規のメンバーではないことから、途中からの参考として記載されている。
シンガポールの PISAの結果については、資料 4から資料 7まででわかるように日本より
も上位にある。シンガポールの PISA結果における評価の高さは、小学校教育にあるとい
う見解があるが、その基は乳幼児教育にあると考える。教育課程においては、①子ども主
体、②遊びを中心とした活動による学び、という点においては、日本の教育課程の基本的
原理とは相違はないと考えるが、制度的要因の相違としては以下のとおりである。①乳幼
児教育の開始は、日本は生後 57 日であるが、シンガポールは 18 か月である。しかし、日
本では 3歳未満児は「保育を必要とする」ことが入所条件である。しかしシンガポールで
は希望者は保育所に入ることができるので、18 か月から教育を受けることができる。②
日本の幼稚園教育要領、保育所保育指針は大綱化されている。これは教育課程を各園の特
色とするためである。一方でシンガポールでは、EYDFも NEL Frameworkにおいても、
実践的内容を併記するなどマニュアル的要素がある。③教員資格が NIEに一元化されて
おり、日本のように養成校毎に養成の差異がない。④日本の幼稚園教員免許は 1種、2種、
専修と分かれているが、免許の種類と業務内容は関係がない。一方、シンガポールでは、
表 1や資料 9で見られるように、資格種と業務内容がつながっている。このことが保育者
にとって自主研鑽の動機になる。また、幼稚園や保育所にとっても職員が研修に参加する
のに動機づけになると考える。
　多文化共生については、教育課程の中には明記はされていないが、教員養成課程の中で、
5週間の海外大学での学び、実習が含まれている。このようにシンガポールの教員は、学
生時代に異文化体験をしているのである。
　このようなことから、シンガポールの PISAの好成績の理由を考察した場合、以下の 4
点考える。①キャリアパスが明確になっていること。②教員資格付与が一元化されている
こと。③ 18 か月から誰でも教育を受けることができること。④保育所、幼稚園の教育課
程が政府によって具体的、実践的に明示されており、保育所や幼稚園ごとに異なる教育課
程になっていなく、保育者ごとに解釈がかわってくることがないことにあると考える。⑤
教員自身が多文化体験をしていることから、多文化理解を基礎とする教育が実践できると
考える。
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　このようなことから、人種・民族、そして文化的先入観を含むことのない、教員による
教育の結果、全体としてシンガポールの生徒には、国際的な学力調査において、成績の下
位層が少なく、上位層が多いので、全体の成績が高くなっていると考える。

資料

資料 1　2000 年の結果
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資料 2　2003 年の結果
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資料 3　2006 年調査結果



− 82 −

桜美林大学研究紀要.社会科学研究　第 2号（2021 年度）

資料 4　2009 年調査結果
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資料 5　2012 年調査結果
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資料 6　2015 年調査結果
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資料 7　2018 年調査結果
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資料 8　2018 年予備調査問題



− 87 −

桜美林大学研究紀要.社会科学研究　第 2号（2021 年度）

資料 9-1　第一言語としての英語教員資格

資料 9-2　第二言語教員（中国語、マレー語、タミル語、タミル語以外のインド語）
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資料 9-3　外国語教員

資料 9-4　レベル 2教員



− 89 −

桜美林大学研究紀要.社会科学研究　第 2号（2021 年度）

注
1　 東洋経済 education x ICT ｢学力世界一｣ シンガポールの教育は何が凄いか：https://toyokeizai.net/

articles/-/403435#:~:text 2021.1.15
2　東洋経済　前掲書　2021
3　東洋経済　前掲書　2021

資料 9-5　レベル 1教員


